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合名会社専務理事となって三井家関係の全 山を統括する とになり、東京に勤務することとなった。團は、三井所有の鉱山のうち、前途の望みの薄い鉱山や規模の小さい鉱山は合併させる どして整理しつつ なお、三池炭鉱の萬田杭の掘削を設計し開鑿させるなど技師としても活動し、一八九八年五月から再び炭鉱経営の視察のため海外渡航することとな 、特 三池築港を計画していた團 、欧米各地の港での石炭積込装置 注意
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神」を生涯の指針として、実際に鉱山開発という天職に技術者として全力を傾倒 て成功し、三井の総帥となった。團が死去した際、鈴木茂三郎は「どこといつて万人にすぐれたところがあつたとは思はれないが、エンジニヤーとして数学と理学で頭をコンクリートのやうにつくりあげ だけ 深慮
4
が彼のすぐれた豪いところ










































團は、 「今日ノ思想ハ混沌トシテ居ルケレドモ、総テノ技術方面其ノ事ニ就テハ、混沌ノ中ニナカナカ進歩シテ居ル」として、科学技術が発展しているとしつつも、 「所謂精神的進歩ハ退歩シテ居ルケレドモ、物質的歩ハ着々進ンテ居ル 物質的進歩カ進ム以上ハ、精神 伴ハザルヲ得ヌト思ヒマス」として、 「自分デ考ヘルト云フコトハ非常ニ乏シイ、サウ云フ懸念ハ非常ニアリマス」と憂えた。さらに、 「 『ナシヨナリズム』と云フモノヲ日本人ガヤカマシク言ツテ居ルケドモ考へ物テ
ママ
ス」として、ナショナリズムが政治の基底を形成するこ












































































由井常彦「三井高棟・団琢磨の欧米視察（一九一〇）─三井の国際関係と世界 周旅行（前編） 」 、 『三井文庫論叢』
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追記
（　
本稿執筆にあたり、團琢磨の令孫である西尾珪子氏（公益社団法人国際日本語普及協会会長） 、團琢磨の曾孫の
團名保紀氏（群馬大学名誉教授） 、團紀彦氏（建築家） 、およびノラ・マーフィ（
N
ora M
urphy ）氏（マサチュー
セッツ工科大学アーカイブス・特別コレクション・アーキビスト）に、資料調査・収集にあたって特にご協力いただいた。記して感謝申し上げる次第である。
追記
2　
この研究は、福澤諭吉記念慶應義塾学事振興基金（国外留学）による研究成果の一部である。
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